
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１３日、更別中央中学校２年生が勢

雄区の宍戸農場で、カボチャの収穫を体験

しました。これは、２年生が７月に実際に草

取りをしたカボチャ畑です。 

事前に雨が降り、埃もたたずカボチャの

収穫には最高の天気でした。生徒たちはよ

く働き、１時間ほどで軸を切ってあったカ

ボチャを１７コンテナ

（１個に６００㎏入る）

に集めました。また後半

には畑の一角で、実際に

自分たちでカボチャの

軸を切って収穫する体

験もしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒が特に勉強になったのは宍戸さんの

お話です。「大工をしていたが、自分の家族

を養うために親の農業を継ぐことになった。

自分の好きなことや収入が多い職業に就く

のが良いのだろうが、理想と現実は違う。今

はしっかりと勉強をして何事にも一生懸命

やってみることが大事。失敗してもやれる

ことをやっていくこと。」 

また、農業の仕事についても教えていた

だきました。生徒の心に響くものになりま

した。 

 

 

９月１３日、ＪＡさらべつ青年部の皆さ

んのご支援をいただき、更別小学校５年生

が春に一緒に植えたカボチャの収穫をしま

した。 

今年は「雪化粧」「ほっこり」の他にもオ

モチャ・ジャンボカボチャも植えました。た

くさん実り、子どもたちは大地の恵みを実

感していました。佐藤部長は「状況が許せば、

収穫したカボチャを使って食育活動の調理

を一緒にしたい。」と話しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月５日、上更別小学校３～６年生が、

北海道のふるさと教育の一環として、アイ

ヌ民族に伝わる竹製の楽器（口琴）のムック

リづくりと演奏に取り組みました。 

外部講師としてアイヌ民族協会から、講

師２人が来校し、ムックリのつくり方、演奏

の仕方を子どもたちに丁寧に指導してくれ

ました。「自然の音や小鳥の鳴き声などを表

現するためにムックリが生まれた。努力し

て自分なりの音が出せるようになって。」と

お話してくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

カボチャの種類は「ほっ
こり」です。美味しそう！ 

 これだけのカボチャを
家族だけで収穫するのは
大変だろうなあ。 

 

こんなにたくさんとれました！ 

 早速、更小
児童玄関前に
ジャンボカボ
チャのランタ
ンが登場。 

 ムックリは

動かさず、息

を吹きかけな

がら糸を引っ

張ってみて！ 


